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報道機関 各位 

公益財団法人九州ヒューマンメディア創造センター 

 

 

北九州スタジアム完成を見据えた「にぎわい創出実証事業」の開始 
 

 

この度、北九州 e-PORT 構想 2.0 にもとづく新ビジネス創出支援として、平成２９年

３月に供用開始予定の北九州スタジアム周辺のにぎわい創出及び回遊性の向上を目的とし

て、産学官連携による「にぎわい創出実証事業」を開始いたします。 

本実証事業では、にぎわい基盤として、小倉駅新幹線口および小倉城口エリアの交差点

等に設置されている歩行者系サインに、様々な情報を発信できるビーコンと歩行者の流れ

を測定できるセンサーを設置いたします。 

これらのにぎわい基盤を通じて、株式会社ギラヴァンツ北九州が保有するコンテンツ情

報やお得なクーポンなどを発信し、スタジアム周辺と小倉城口エリアの回遊性を高めると

ともに、スタジアムに集まる人の流れを見える化することで生まれる、新たなサービスモ

デルについての検証を支援していきます。 

本実証事業は、経済産業省から選定された「北九州市 IoT 推進ラボ」のプロジェクトの

一例であり、実証事業により得られる様々なデータを新たなビジネス創出に活用していき

ます。 

北九州市 IoT 推進ラボでは、このような ICT を活用したプロジェクトを次々と創出し、

地域における ICT サービスの高度化、北九州スマートシティの実現を目指します。 

 

 

●実施体制 

実施主体： 【にぎわい基盤 構築コンソーシアム】 
・安川情報システム株式会社（代表者、ビーコン基盤システム構築） 
・株式会社 iD（人流センサー開発、基盤システム構築） 
・九州工業大学大学院（アドバイザー） 

【にぎわい基盤 活用アプリコンソーシアム】 
・株式会社ギラヴァンツ北九州（代表者、コンテンツ提供） 
・安川情報システム株式会社（アプリ開発） 

事業支援： 公益財団法人九州ヒューマンメディア創造センター 

 
●実施スケジュール 

～平成２８年１２月末 ：システムの構築および機器設置等の実証実験準備 

平成２９年１月～３月 ：リハーサル 

平成２９年３月～ ：実証実験開始※ 

 
  ※その後、最大２年間の予定で、評価・実証規模の拡大などを検討 

 



＜歩行者系サイン＞        ＜北九州スタジアム外観（にぎわい）イメージ＞ 

              

 

＜実証実験イメージ＞ 

  

  

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】  
公益財団法人九州ヒューマンメディア創造センター内  

北九州ｅ－ＰＯＲＴ推進機構事務局 

（担当：小川、藤井、水口） 

                             TEL：093-663-2950 

E-mail： eport-jimu@human-media.or.jp 

                             URL：http:// www.e-port.gr.jp/ 

 
 
 

にぎわい基盤活用アプリへの

クーポン配信や、ギラヴァン

ツコンテンツを活用した宝探

しゲームなど、試合後に街を

回遊したくなる施策の実証 
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